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熊本大学 発生医学研究所　所長

中村　輝      Akira Nakamura

 

この度、熊本大学発生医学研究所所長を拝命いたしました、生殖発生分野・中村と申します。微力ではありますが、発生医学研究所の発展に貢献できるよう最善を尽くす所存です。

 

発生医学研究所は、共同研究・共同利用拠点として活動を続けてきております。共同研究支援活動も積極的に進め、質量分析やセルソーティング、次世代シークエンサー解析などを支援してきました。現在、単一細胞レベルのRNA-seq解析も支援可能となっています。これらは、発生医学研究所が誇る研究推進施設であるLILA (Liaison Laboratory Research Promotion Center)メンバーの不断の努力により行われております。引き続き最先端の解析技術を支援できるように、LILAスタッフとともに技術向上を進めていきます。

 

発生医学研究所では、海外交流を積極的に進めてきました。丹羽前所長の先導により、海外交流セミナー（海外研究者によるオンラインセミナーシリーズ）が開始されています。本セミナーは関連学会員や連携協定を締結している基礎生物学研究所メンバーも視聴可能としています。また、次世代シークエンスの最新技術・トレンドについて情報共有を図るNGS座談会や、学内の研究者の交流を深めることを目的とした情報交換会などを主催しています。更に、定期的な国際シンポジウム (Key Forum) の開催や、各種研究集会の共催を進めてきました。このような活動を継続して進め、本研究所の目標の１つとしてきた『自由に国内外の研究者と交流できる雰囲気の醸成』を強力に進めていきます。そして、発生医学研究所が、国内ばかりでなく国際的にも可視化された、研究交流を強力に進めるハブとなることを目指していきます。

 

このような研究拠点となるためには、世界から注目される研究成果が、恒常的に発生医学研究所から発信されることが必要です。そのためには、一人ひとりの研究者が、独自のアイデアに基づいた研究を推進することが必要です。発生医学研究所では若手研究者を独立准教授（PI）として採用するシステムを取り入れてきました。独立准教授として採用された彼らは、皆大きな成果をあげて教授に昇任、あるいは他大学に栄転しています。今後も、積極的に新しい研究の芽を育んでいけるように、新進気鋭の研究者のリクルートを積極的に進めて、忌憚なく議論できる自由な研究環境を構築していきたいと考えています。また、本学URAとも連携しつつ、発生医学研究所の広報活動向上を図ります。そして、所外の研究者や学生に対する発生医学研究所の『見える化』を推進したいと考えております。

 

一方、現在の生命科学研究は、モデル生物を対象とした基礎研究から、ヒトを研究対象として直接扱う方向へと向かっています。発生医学研究所においても、この大きな転換点をしっかりと受け止め新たな研究を創出する研究体制を築き上げていく所存です。

 

研究所所外の皆様のご理解とご支援を賜ることができますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

 

2024年4月

 

 

過去の所長挨拶

丹羽 仁史 (2020.4 – 2024.3)

所長挨拶(2020.4.1)

西中村 隆一 (2016.4 – 2020.3)

所長退任のご挨拶 (2020.3.2)

所長挨拶 -令和を迎えるにあたって (2019.4.1)

所長挨拶 (2018.9.10)

新年度のご挨拶  -地震から１年 (2017.4.14)

地震から６ヶ月 (2016.10.14)

地震から3ヶ月：発生研からのご報告 (2016.7.14)

地震から復旧途上 (2016.5.2)

熊本地震から11日 (2016.4.25)

発生研内外の皆様へ (2016.4.19)

発生研及び全国の皆様へ (2016.4.15)

Be smart. Stay foolish. (2016.4.14)


第84回 発生研情報交換会のお知らせです。

形式ばらないディスカッションの場です。発生研とその関係者の皆さま、どなたでも

歓迎いたします。

 

日時：4月11日（木）9:00～10:00

演題：Bioinspired albumin-based innovative DDS and its application to treatment for intractable diseases

担当：前田 仁志 助教 (薬学部 薬剤学分野)

場所：発生研1Ｆカンファレンス室・Zoom併用

ZoomミーティングID、パスコードは下記リンクのMoodle内でご確認ください。

https://md.kumamoto-u.ac.jp/course/view.php?id=84581

言語：参加者により英語または日本語

 

 

Date and Time: Thu, Apr 11, 9:00-10:00

Title：Bioinspired albumin-based innovative DDS and its application to treatment for intractable diseases

Lecturer: Hitoshi Maeda, Department of Biopharmaceutics

Venue: 1F Conference room, IMEG

This talk will also take place via Zoom.

You can see the detail on Moodle.

https://md.kumamoto-u.ac.jp/course/view.php?id=84581

 

All IMEG faculty, staff and students are welcomed. Please feel free to join us.
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研究倫理教育のeラーニング受講単元の見直しをおこないました

eラーニングプログラムeAPRINには研究・教育に有用な教材も多数あります

 

 

発生医学研究所における研究倫理教育として再教育時（５年毎）に受講が必要なeラーニング講習「再履修コース（必修）」、受講（随時）が推奨される「オプションコース（任意）」にあらたな単元が追加されました。

 

発生医学研究所では2019年に「研究倫理教育の受講方針」が設定され、研究倫理教育eラーニングプログラムeAPRIN (*)の所定の単元を、新規および再教育時に履修します。

再教育のための受講単元は3年間に1回を目処に見直しすることが定められています。

 

今回（2024年）の見直しでは、eAPRINからリリースされた新規教材および英語版教材に対応して、研究倫理教育として定められた「再履修コース（必修）」に１単元が、「オプションコース（任意）」に３単元があらたに追加されました。

 

あらたに追加された単元：

再履修コース（必修）

「利益相反ダイジェスト/ Conflicts of Interest (Digest Version)」（2023年新規リリース）

 

オプションコース（任意）

「研究インテグリティとその対応」（2023年新規リリース）

「多重性の問題：研究計画の重要性／

Multiple Testing Problem: Importance of Research Planning」（2023年英語版リリース）

「症例数の設計：信頼できるエビデンスを得るために症例数は計画時に必ず決めておく／Determining Sample Size: Determine Sample Size During Research Planning to Obtain Reliable Evidence」（2023年英語版リリース）

 

(*) eAPRINとは

・一般財団法人公正研究推進協会が提供する研究倫理教育eラーニングプログラム

・多くの単元が日本語版・英語版の両方に対応している

・研究倫理教育以外にも学習・指導に役立つ教材が多数ある

 

（内容例）

統計の基本（記述統計量、グラフ作成法、検定の選び方など）

[英語版]実験安全、化学物質取り扱い、遺伝子組換え教育訓練教材

（国外からの研究者・留学生、研究指導者にとって有用なリソース）

 

発生研の教職員・研究員・技術職員・大学院生にはeAPRINのアカウントがつくられています。アカウントをもっていればeAPRINの全ての教材（単元）を受講（閲覧）することができます。（※修了証は受講コースに対して１枚発行される。単元ごとには発行されない。）

 

eAPRINログイン後、画面左側「教材一覧」から全ての教材（単元）にアクセスできます。

興味ある単元を探す一助となるよう、簡単な解説付き単元一覧表を掲載します。必要に応じてダウンロードしてください。

 

eAPRINログイン

 

eAPRIN単元一覧 [一般財団法人公正研究推進協会サイト]

 

eAPRIN主要単元一覧 [発生研 研究倫理教育WG版]（PDF: 232 KB）
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